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序章 

 

ソ連が崩壊して 20 余年が過ぎ去った。かつてのソ連を構成していた 15 の共和国や、現在のロシア

連邦を構成する連邦構成主体において、民族語を取り巻く環境や言語政策は様々な局面を迎えている。

とりわけロシア語の言語地位の高さの前に、言語使用の機会や機能を失った言語、ひいては消滅の危

機に瀕している言語すら存在している。近年、消滅の危機にある言語話者の居住地域を「言語のホッ

トスポット1」とする概念が登場し、消滅寸前の言語が集中する地域を顕在化させ、言語保存、研究に

役立てようとするという試みがなされている。その「言語のホットスポット」を表した地図には、現

ロシア連邦内のシベリア地域の多くが該当しており、言語保存に向けた対策が急がれている。 

これまでもソ連を構成していた共和国における民族言語問題は多く取り上げられて来たが、ロシ

ア・ソビエト社会主義連邦共和国(PCФCP2)を構成していた自治共和国における民族言語問題には、

なかなかスポットが当たってこなかった。本論ではその一つであり、先述の「言語のホットスポット」

を擁する地域の一つでもあるサハ共和国(ヤクーチヤ3)に着目した。サハ共和国は、ソ連時代はヤクー

ト自治ソビエト社会主義共和国(ЯACCP4)と呼ばれ、その言語状況は革命をはじめとするソ連の様々

な社会情勢に大きく左右されてきた。 

サハ共和国は現在のロシア連邦の連邦構成主体の中で最大の面積を有しており、それゆえ多数の民

族と言語が存在する。現在サハ共和国の国家語はロシア語とヤクート語、いわゆる北方少数民族の公

用語としてエヴェンキ語、エヴェン語、ユカギール語、チュクチ語、ドルガン語が定められているが、

公用語の幾つかは消滅の危機に瀕している。 

本論ではサハ共和国におけるロシア語と民族語が置かれた現状と歴史を社会言語学的観点からとら

え、残存する民族語をめぐる諸問題解決へ向けてどのようなアプローチが可能かを考察するものであ

る。 

 

Ⅰ. サハ共和国の概要・歴史的背景 

 

サハ共和国のサハとは、かつて中央アジアやトルコ地域に居住していたチュルク系民族の言葉で

「端・縁」という意味の自分たちの呼称 jаха[yaqa]に由来しており、サハ共和国とは jaxa 人の国と

いうことになる(それが訛ってロシア語では якут[yakut]となった)。10～15 世紀頃、中央アジアに居

たヤクート人の祖先にあたる騎馬民族が、民族抗争の結果草原を追われ、バイカル湖をさらに北上し、

レナ川中流域で現在のヤクーツク市にあたる地域を中心に街を作り発展した。そこへ毛皮を求めてや

ってきたコサックと共に形成した要塞都市がサハ共和国の起こりである、というのが通説である5。か

つてそこに居住していた原住民のエヴェン6人やエヴェンキ人(どちらもツングース・ウイグル系の言

語を話す)などを追い出して国を作ったことと、極端な寒さが原因で他の入植者が入って来なかったこ
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とから、現在もヤクート語話者の居住地域は、バイカル地域を挟んで、ユーラシア大陸におけるチュ

ルク系言語の飛び地のような状態になっている。この飛び地はヤクート人の北上と共に拡大し、北極

海沿岸部まで広がった。その過程でヤクート語はかなり多くの言語と接触しながら飛び地となったた

め、他のチュルク系言語にはない古い格変化を残している7。 

17 世紀には帝政ロシアからロシア人が入植し、多くのヤクート人がロシア正教に改宗したが、現地

で主流だったシャーマニズム信仰との二重信仰が普通であった8。ロシア正教の布教と同時に、ロシア

語やキリル文字がヤクート人の居住区域に広まり、革命前の段階で、キリル文字表記のヤクート語で

書かれた書籍や新聞もかなりの数が発刊されていた。 

1917 年ペトログラード(現サンクトペテルブルク)での二月革命に関する報道が、約１週間遅れで届

いたヤクーツク市でも、中央からの命令を受けすぐに自治共和国の設立に向けての準備が進められた。

当初は「経済活動の観点から、ヤクート人による自治は難しい」と見られていたが、レーニンの意向

を受けた中央からの強い推薦により、1922 年ヤクート自治ソビエト社会主義共和国(ЯАССР)が成立

することとなった9。 

1926 年にはヤクート自治共和国独自の言語法が制定され、自由な言語選択が保証された。また北方

少数民族10の母語教育の拡充もされた。同年、革命後初めて行われた国勢調査の結果によると、ヤク

ート自治共和国の人口約 28 万人の内、約 83％がヤクート人によって占められていた。しかし帝政時

代から流刑地として用いられていたことに加え、ロシア人を主とするヤクート自治共和国外の民族と

の経済活動の規模が拡大していくにつれ、国内のロシア人の割合も同時に増加していった。また、自

治共和国設立当初から問題視されていた、軍事との兼ね合いの面からも、ロシア語の必要度は高まっ

ていった。 

ヤクート自治共和国でも他の連邦構成共和国や自治共和国と同様に、1920 年代から民族文化を重視

した政策が取られるようになり、教育も大きく見直されることとなった。1929 年度から、ヤクート自

治共和国の４年生までのすべての生徒が民族語での教育を受けられるようになり、1934 年度から農村

部における中等学校でも、ヤクート語による教育が導入された。その時期 84％あったソビエト全体の

識字率から比較すると、ヤクート自治共和国における識字率は 67.8％とやや低いものであったが、他

地域と比べて著しく広大な農村部まで教育施設が行き届かなかったことや、教育施設を必要としない

遊牧民族が多かったことは、逆に北方少数民族語が現在まで保持されている一因と言えよう。それ故

に北方少数民族は 1920 年代まで文字を持っていなかった。ユカギール語にいたっては 80 年代にヤク

ーツクの言語研究所の協力の元、ヤクート語を基準にしたアルファベットが考案されるまで文字を持

っておらず、古くから絵文字が用いられることが多かった11。北方少数民族言語は 1930 年代にようや

く体系的に分析され、ラテン文字での表記が試みられた。しかし「ソ連内諸民族の共通語がロシア語

であることの便利さを考えて12」、またロシア語教育への利便性を考慮し、北方少数民族言語にもキ

リル文字が導入されることとなった。 
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1923 年から主要民族言語であるヤクート語による、ソビエト政権公認の出版物が発刊され、翌年に

はヤクート語による共産党紙 ≪Хотугу ыччат(北の若者)≫が発行された。また、1917 年にはペトロ

グラード大学の言語学者の С.А.ノヴゴロドフ13が、国際音声記号に基づいてラテン文字でヤクート語

のアルファベットを整えた。1930 年代までは段階的に切り替えていく予定だったが 1930 年代末に行

われたヤクート語に関する言語会議において、キリル文字に７つの特殊な文字を加えた新しい正書法

が定められた14。 

ヤクート語の文章語の形成は四つの段階に分けられる。第一段階は 1930 年まで、先述のノヴゴロ

ドフの活躍によって、ヤクート語の社会的機能が大きく拡充された時代を指す。1926 年に定められた

ヤクート自治共和国言語法には「ヤクート語にロシア語と同じ国家語としての地位を与える」「ヤク

ート自治共和国の国家語はヤクート語とロシア語である15」と明記されており、国家語として共和国

中に広く認知されることとなった。 

第二段階は、1930 年代である。ソ連内各地で民族語教育復興が図られたこの時代、多くの言語がキ

リル文字を中心とした文字と正書法を獲得した。ヤクート語をはじめとするチュルク系言語にも新し

い規格の正書法が導入され、ある程度共通した文字が用いられることとなり、この正書法を元にした

文法書、辞書、教科書や、文学作品も多く出版された。 

1940 年代から第二次世界大戦の時代をまたいだ 1950 年代までが第三段階であり、この時代にキリ

ル文字による詳細な文法的・音声学的な基盤が定められた。これにより、ヤクート語は完全にキリル

文字での表記に移行する道を歩むこととなった。そして 80 年代の終わりまでが第四段階とされ、多

くのロシア語からの借用を含めた新しい言語的基盤が定められ、国家語としての機能を強めていくこ

ととなった。実際に 1970 年代のソ連において、少数民族言語教育、またその言語による数学や理科

などの科目は初等教育まででしか扱われておらず、中等・高等教育と学年が上がるにつれてロシア語

にシフトしていく、また言語的基盤がないためロシア語にシフトせざるを得ない少数民族言語が多か

った。そんな中ヤクート語はだいたい８年生まで多くの科目の教育で用いられていたことから、強い

言語的基盤を持っていたと言えよう16。 

しかしこのことが、ヤクート自治共和国内に居住する北方少数民族言語を圧迫したという問題も挙

げられる。つまり北方少数民族言語教育が縮小された代わりに、ヤクート語での教育を受けざるを得

ない状況が出来てしまったことが、国家語としてのヤクート語の言語地位を押し上げたのである。現

在でもサハ共和国内の北方少数民族の多くがヤクート語を共通語のように話すことが出来るが、ある

意味では「第一言語を犠牲にして支配的な言語を学ぶこと、すなわち引き算的な言語学習」というカ

ンガスの指摘する言語抹殺の定義に当てはまる事態を招いてしまっていたのである17。 
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Ⅱ. 言語法の改正～新生ロシアの言語政策 

 

ソ連の崩壊後、ロシア連邦内の共和国における言語法は次々に改正されていった。民族語に法的地

位を付与することが目的であったが、言語法を改正、制定し、法的地位を付与したところで、実際の

話者が居なければ言語としては消滅と同義である。実際に現在もロシア連邦内の少数民族言語のいく

つかが消滅の危機にあり、『ロシアの諸民族言語のレッドブック』 《Красная книга языков народов 

России18》なるものまで出版されている。 

言語法の改正、制定が上手く進まなかった地域の一つにダゲスタン共和国が挙げられ、ロシア連邦

内においても、共和国独自の言語法の制定は 1994 年 7 月と一番遅かった。グルジア共和国やアゼル

バイジャン共和国、チェチェン共和国と隣接する土地柄上、ロシア連邦内でも屈指の少数民族言語を

抱える地域であり、最終的にダゲスタン共和国内の少数民族言語全て(その内いくつかは先述のレッド

ブックに掲載されている)を国家語として扱うことが明文化された19。ユネスコによる国家語と公用語

の定義によると、 

「国家語とは国家の政治・社会・文化的な範囲において機能を果たしうる言語」 

「公用語とは国家の行政、立法、司法において用いられる言語20」 

とされている。さらにロシア連邦の言語法の中では、「ロシア連邦の国家語」であるロシア語に関し

ての基準は定められているが21、共和国内の国家語と公用語についての明確な基準は定められておら

ず、微妙な解釈や使用範囲の定義については、共和国ごとの裁量に任されている部分が大きいと言え

る。 

ロシア連邦内におけるほぼ全ての地域で、依然としてロシア語がリンガフランカとして政治・経済・

社会・文化活動に深く根付いており、法的地位が与えられたにもかかわらず、少しずつ機能を失い、

消滅の危機に瀕している少数民族言語も少なくない。特に共和国名に民族名を冠さない少数民族言語

の状態は芳しくなく、言語保存へ向けた新たなアプローチが必要であると言わざるを得ない。本章で

は、現在ロシア連邦内においても特殊かつ多様な言語環境を持つサハ共和国の言語状況をケーススタ

ディとして取り上げる。ブルジューノフが「ある地域、居住地におけるロシア語と母語がどの様に機

能しているか、ある言語の使用者が生活し働いている社会経済上の環境と、彼ら異民族の人達との歴

史的、文化的、経済的関連、いくつかの言語が接触してそれぞれの言語がお互いに影響を及ぼし合っ

ていること、また、大衆のコミュニケーションの手段であるとか、ある民族の代表者が異民族の言語

に対してどの様な態度をとったかといったことやその他諸々の現象などは、ロシア語と民族語のバイ

リンガル発達を促す上での社会言語学的要素であると認められよう22」と述べているように、サハ共

和国における独自の言語法や歴史的背景を社会言語学的に考察することで、民族語をめぐる問題の本

質をとらえ、その解決の糸口を探っていきたい。 
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Ⅲ. サハ共和国における法的基盤、言語法 

 

ではここで改めて、現在のサハ共和国における言語法と国家語・公用語に関する法的基盤を確認し

ておきたい。サハ共和国において、国家語の概念を含む言語法が登場したのは 1926 年のことである

が、公用語の概念が初めて登場したのはソ連崩壊後、1992 年のことである。全５条 40 項からなる言

語法「サハ共和国(ヤクーチヤ)における諸言語について23」の中から、国家語と公用語に関係する条項

の一部を抜粋したい。 

第１条 第４項 「共和国に名称を与えた原住民の言語サハ語は、サハ共和国(ヤクーチヤ)の国家

語である。サハ共和国(ヤクーチヤ)はサハ語に国家的援助を行い、サハ語の社会的・文化的な機能の

拡大に務める」 

第１条 第５項 「ロシア語はサハ共和国(ヤクーチヤ)の領土において国家語であり、民族間交流

の手段として用いられる」 

第１条 第６項 「エヴェンキ語、エヴェン語、ユカギール語24、ドルガン語、チュクチ語は、公

用語として認められており、同様に少数民族居住区域において国家語と同様に扱われる」25 

まず注目すべきは第１条第６項において、５つの少数民族言語が公用語として明記された点である。

先述のダゲスタン共和国のような特殊な例を除けば、これだけの数の言語を公用語として挙げている

共和国は新生ロシアにおいて極めて珍しい。なお、フィンランドの向かいに位置するカレリア共和国

も多くの法的地位が与えられた言語を持つが、国家語はロシア語のみであり、少数民族言語に与えら

れた法的地位は公用語ではなく、あくまで民族語(национальные языки)である26。2002 年に言語法

と共に改定されたロシア連邦憲法の中にも以下のような条文がある。 

ロシア連邦憲法第 68 条 第１項 「いくつかの共和国では、現地の公用語の地位が定められてい

る。例えばサハ共和国(ヤクーチヤ)言語法では、北方少数民族言語であるエヴェンキ語・エヴェン語・

ユカギール語・チュクチ語が現地の公用語として認められており、国家語と同じ水準で使用すること

が定義づけられている27。」 

しかしサハ共和国の言語状況における基本的な問題として、少数民族の言語の機能の縮小、母国語

学習のための環境の不足、そして言語の意義と役割への理解の不足が挙げられている。少数民族言語

の現状は一様に危機的であると評価されており、少数民族の社会的・経済的な指標として状況を示し

うる。ユネスコは「消滅危機言語地図」において、サハ共和国の少数民族言語の状態を、エヴェンキ

語、エヴェン語は「危険」、チュクチ語、ユカギール語は「重大な危険」の状態にあると評価した28。 

しかし、公用語の「国家の行政、立法、司法において用いられる言語29」という定義を、サハ共和

国の少数民族言語がそれだけの機能を果たせるかははなはだ疑問である。 
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Ⅳ. サハ共和国の言語状況と諸問題 

4-1. 国勢調査を中心とした現状の分析 

 

ソ連が崩壊してから財政的な問題が原因で、2002 年まで国勢調査が行われず、少数民族言語の状態

に関する明確なデータが存在しなかったが、2010 年新生ロシアにおける 2 回目の国勢調査が行われ、

ようやく少数民族言語の実状が分かるようになってきた。2010 年度の国勢調査も一度は財政危機を理

由に 2013 年に延期されると考えられていたが、10 億ルーブル以上の予算を割き、当時のプーチン首

相の命令によって 2010 年秋に断行されることとなった30。この国勢調査の結果によると、サハ共和国

内の総人口は 958,528 人であり、2002 年度の国勢調査の結果 949,280 人と比較すると微増傾向にあ

り、サハ共和国の出生率も、ロシア連邦全体の出生率と同様に、1998 年の経済危機に伴い大幅に減少

した後、回復している傾向にある。ここでサハ共和国内における主要民族と少数民族の構成比を確認

しておきたい。 

 

表 1. サハ共和国における主要民族と少数民族の構成 

(単位:人/総人口比) 1989 年 2002 年 2010 年 

総人口 1,094,065 949,280 958,528 

ヤクート人 365,236 (33.4%) 432,290 (45.5%) 466,492(48.7%) 

ロシア人 550,263 (50.3%) 390,671 (41.2%) 353,649(36.9%) 

エヴェンキ人 14,428 (1.3%) 18,232 (1.9%) 21,008(2.2%) 

エヴェン人 8,668 (0.8%) 11,657 (1.2%) 15,071(1.6%) 

ドルガン人 408(0.03%) 1,272(0.1%) 1,906(0.2%) 

ユカギール人 697(0.06%) 1,097(0.1%) 1,281(0.1%) 

チュクチ人 473(0.04%) 602(0.06%) 670(0.07%) 

出所：各年度の国勢調査の結果のホームページより筆者が作成31 

 

1989 年の調査から 2002 年の間の大幅な人口減少は、主にソ連崩壊に伴う鉱工業地域からの人口の

流出が原因だと考えられており、ロシア人の比率が大幅に減少していることからも見て取れる32。一

方ヤクート人やエヴェンキ人などのサハ共和国における先住民族の比率は増加傾向にある。2008 年度

のロシア連邦全体での合計特殊出生率が 1.49 であるのに対し、サハ共和国では 1.92 という結果が出

ている33。しかしながらヤクート人やその他の北方少数民族の人口自体の増加が多くないのは、若年

層のサハ共和国外への流出が一因であるとも推測されている。 

では、実際の言語状況はいかに変化しているのだろうか。多民族国家であるロシア連邦の国勢調査

の調査票には、自分の民族や母語が何語であるか、また習得している言語を記入する欄があり、習得
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している言語に関しては複数の言語を書き込めるようになっている。ここで、サハ共和国における主

要民族と少数民族の言語習得状況を確認しておきたい。 

 

表２ サハ共和国における主要民族と少数民族の言語習得状況(2002-2010)34 

(単位：人) 

2002 年度 
ロシア語を習得 ヤクート語を習得 

自分の民族語を 

習得 
人口 

ヤクート人 376,439(87.1%) 407,496(94.3%)   432,290 

ロシア人 389,557(99.7%) 9,662(2.5%)   390,671 

エヴェンキ人 16,241(89.1%) 15,428(84.6%) 1,384(7.6%) 18,232 

エヴェン人 10,430(89.5%) 9,302(79.8%) 3,272(28.1%) 11,657 

ユカギール人 1,046(95.4%) 630(57.4%) 310(28.3%) 1,097 

ドルガン人 1,024(80.5%) 1,217(95.7%) 41(3.2%) 1,272 

チュクチ人 592(98.3%) データなし データなし 602 

2010 年度 

ヤクート人 416,780(89.3%) 401,240(86.1%)  466,492 

ロシア人 353,335(99.9%) 7,229(2.0%)  353,649 

エヴェンキ人 18,964(90.3%) 16,874(80.3%) 1,179(5.6%) 21,008 

エヴェン人 13,677(90.8%) 11,503(76.3%) 3,350(22.2%) 15,071 

ユカギール人 1,239(96.7%) 634(49.5%) 289(22.6%) 1,281 

ドルガン人 1,637(85.9%) 1,775(93.1%) 96(5.0%) 1,906 

チュクチ人 670(100%) 69(10.3%) 272(40.6%) 670 

出所：各年度の国勢調査の結果のホームページより筆者が作成35 

 

基本的にどの民族も高い割合でロシア語話者が存在しているが、中でも 2010 年度の調査ではサハ

共和国内のチュクチ人全員がロシア語を習得していると回答していることは注目すべき点である。そ

の半面、ヤクート語習得者の割合は他の民族と比べて極めて少なく、民族語の習得率が高いことから、

チュクチ人の多くは、ロシア語とチュクチ語のバイリンガル化が進んでいるということが言えるだろ

う。 

また、ドルガン人におけるヤクート語習得者は、常にロシア語習得者数を上回っており、ドルガン

語話者の居住区では、ほぼロシア語とヤクート語とのバイリンガルの状態にあると言えるが、肝心の

ドルガン語習得者の割合が著しく低いことに注目せねばなるまい。そもそもドルガン語はヤクート語

と同じチュルク系の言語であり、祖先も非常に近く、ドルガン語話者にとって習得は決して難しくな
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いと思われるが、ドルガン語文語形成過程から続くヤクート人との接触と、それに伴う言語使用の範

囲、機能の縮小などが原因で、サハ共和国内のドルガン語話者はここまで減少してしまったものだと

推測される36。しかし国勢調査の結果からも分かるように、ドルガン語習得者が８年で二倍以上に増

加したことは極めて興味深い現象ではあるが、ドルガン人はサハ共和国外にも多数存在し、そこから

入植してきた可能性も否定出来ない37。また、サハ共和国内で居住するチュクチ人の割合もロシア連

邦全体から見ればごくごく少数であり、これから言語習得者の割合とともに大きく変動していく可能

性がある38。 

どの現地民族にもほぼ当てはまる傾向として挙げられるのは、人口は増加していながらも、ヤクー

ト語ないし各民族語話者の割合は減少しており、その分ロシア語話者が増加しているということであ

る。特にヤクート語に関して言及するならば、８年間で人口比約８％のヤクート語話者の減少という

事態は極めて深刻である。その原因の一つは都市化にあるとされている39。サハ共和国内のヤクート

人の約３分の２は農村部で生活しており、逆にロシア人の多くがサハ共和国都市部に居住している40。

当然のことながら日常生活におけるロシア語使用の機会は増加し、同時にヤクート語の機能や使用機

会は圧迫されることとなる。その他にも、ソ連崩壊後の市場経済の導入や、グローバル化の影響を受

け、より良い生活を求める人々からのロシア語の需要も大きく高まった。ヤクート語はむしろ、ソ連

時代の方が民族間交流を司る「国家語」としての機能を果たしていたが、現在はその機能がローカル

でしか使えないヤクート語から、少しずつサハ共和国外でも十分に使用できるロシア語に移りつつあ

ると言っても過言ではないだろう。 

 

4-2. 国勢調査と母語意識 

 

2002 年の国勢調査では設問されなかったが、1989 年と 2010 年の国勢調査では、自分の母語が何

語であるかが調査された41。結果ロシア連邦内の多くの民族が、自分の民族語を母語であると考えて

いるにも関わらず、その数字と実際の話者の割合が一致しないということが明らかになった。サハ共

和国内においてもそれは例外ではないことが、次の表で確認することが出来る。 
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表３ サハ共和国における主要民族と少数民族の母語意識 

(単位:人) ロシア語が母語 ヤクート語が母語 民族語が母語 有効回答数 

ヤクート人 27,027(5.8％) 438,664(94.2％)  465,752 

ロシア人 351,248(99.5％) 1,308(0.4％)  352,886 

エヴェンキ人 2,536(12.0％) 17,016(81.2％) 1,346(6.4％) 20,968 

エヴェン人 2,003(13.3％) 9,848(65.4％) 3,089(20.5％) 15,054 

ユカギール人 563(44.0％) 400(31.3％) 306(24.0％) 1,280 

ドルガン人 59(3.1％) 1,792(94.1％) 53(2.8％) 1,904 

チュクチ人 333(49.7％) 44(6.6％) 287(42.8％) 670 

出所：「2010 年全ロシア国勢調査」のホームページより筆者が作成42 

 

ロシア人のロシア語への母語意識も含め、サハ共和国における民族語習得者の割合と、民族語を母

語と考える人の割合はほぼ一致する、もしくはそれより一回り多いということが明らかになった。特

にヤクート人のヤクート語への母語意識は実際の話者の割合と比較して極めて高いものであると推察

される。ヤクート人に限らず様々な民族が母語やそれが持つ文化を再評価し始めていると言えよう。

しかし山下は「何語を自分の母語と見なすのかは、多分に主観によって決められている」と述べてお

り、この見解には再考の余地が残る43。 

しかし、例外的にユカギール人の 44％が、ロシア語が母語であると回答した点については少し言及

しておかねばならない。サハ共和国外にも同民族がいるドルガン人やチュクチ人とは異なり、ユカギ

ール人のほとんどがサハ共和国内に居住しているので、言語保存は現在のユカギール人の居住区域内

でなされなければ、ユカギール語は消滅の道を歩んでしまうこととなる。さらにユカギール語はコリ

マ川によって話者の居住区域が２つに分散していることから接触が少なく、ソ連崩壊前後から方言化

の傾向が著しい。昨今の研究ではコリマ・ユカギール語とツンドラ・ユカギール語を異なる言語とし

て扱っているものも多い。そして若い世代の話者の減少に加え、その肝心の若い世代の話者の言語能

力も「40 歳以下の話し手は平均値で自分のユカギール語を『容易に理解するが、いくつかの定形表現

を除けば話せない』という水準以下にあると自己評価している44」という状態にあること、ユカギー

ル語による教科書と教員の不足など、ユカギール語保存に向けた課題は山積している。 

ハリソンが「言語が外部の人間によって『救われる』ことはありえないということだ45」と指摘し

ているように、少数民族言語話者による言語保存に向けた内的な発露が欠如していれば、言語保存は

成し得ないものである。言語というものは辞書や文法書にまとめ上げられれば保存出来るというもの

ではなく、話者が存在し、話者の民族性や文化、知恵が介在してこそ言語であるからだ。「言語とは、

民族にとって普遍的な意義である。全ての民族が自分の独自の文化、伝統、そして言語を保持する主

権をもつ46」とはサハ共和国言語法の序文である。言語使用の機会・機能の低下は、その言語の持つ
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文化や知恵に触れられる機会を減少させ、母語意識の欠如を招き、言語自体の消滅の一因となりうる

のではなかろうか。 

 

4-3. サハ共和国独自の言語政策とその背景、狙い 

 

2011 年 10 月、サハ共和国では母語再評価の流れに呼応するかのように、共和国首長令により「2012

年から 2016 年のサハ共和国（ヤクーチヤ）における国家語と公用語の保存、研究と発達≪Сохранение, 

изучение и развитие государственных и официальных языков в Республике Саха (Якутия) на 

2012-2016 годы≫47」という国家プログラム(以下プログラム)が批准された。プログラム責任主体は、

サハ共和国(ヤクーチヤ)教育省であり、マスメディアや様々な省庁が協力機関として名を連ねている。 

概要としてプログラム内では、サハ共和国内の国家語と公用語の機能の拡大を、保存・研究・発達

の角度から援助すること、また言語保存を通してサハ共和国の社会・経済的発展、ひいては住民の生

活の質の向上が目標であることが挙げられている。 

なおこのプログラム中に記載されている「国家語」は、ロシア語も含有したものであり、プログラ

ム達成の指標として、ヤクート語や公用語として掲げられた５つの北方少数民族言語だけでなく、ロ

シア語の話者の割合を上昇させることも明記されている。前節で取り上げたように、サハ共和国にお

ける国家語と公用語は、様々な組み合わせのバイリンガルないしマルチリンガルな状態にあり、少数

民族の母語学習のための環境も複数言語を用いた状態で行われている。 

福地は「言語共同体と国家が同一の場合以外で、少数言語・地域語と、公用語が異なる社会集団と、

同じ社会集団では平等ではない。なぜなら前者は母語の他に公用語を学ばなければならないが、後者

は母語＝公用語であり、公用語を意図的に学ぶ必要がないからだ48」という、言語政策における少数

民族言語と国家語間の不平等状態を指摘しているが、先述の通りサハ共和国の場合、北方少数民族居

住区域においてはロシア語ないしヤクート語と民族語のバイリンガルという状態が恒常的に維持され

ていること、言語法内で「同様に少数民族居住区域において国家語と同様に扱われる49」と言語地位

が保証されていることから、民族問題がプログラム実施に対して影響を与える可能性は極めて低いと

考えられる。 

無論、プログラム実施において全くリスクが存在しない訳ではなく、プログラム内では、現状に影

響する肯定的な要因と否定的な要因、プログラム実施においての優先順位を明確化するという目的で、

SWOT 分析が行われている。 
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表４ プログラム実施状況の SWOT 分析 

 強み(S) 弱み(W) 

内的要因 言語政策実施のための法的基盤の存在 制定された法律があまり効率的に執行さ

れていない 

サハ共和国(ヤクーチヤ)行政機関所属者

や市民社会などを含め、幅広い層のプログ

ラム支持者が居ること 

プログラム実施への財源不足 

国家語と公用語を使用するマスメディア

の存在 

マスメディア関係者の言語能力の熟練度

が不十分であること 

北方少数民族言語を用いるマスメディア

が存在しないこと 

プログラム実施の学術的・理論的な基盤の

存在 

学術的・理論的な研究成果が教育現場に導

入されていないこと 

言語学分野の基礎研究、応用研究を行える

教育機関、基礎研究の指導者の存在 

サハ共和国内の北方少数民族言語が完全

に研究しつくされていないこと 

話し言葉、書き言葉、フォークロア的資料

が完全に記録されていないこと 

辞書・会話集・便覧的な参考文献の開発が

不十分であること 

言語学分野での国家プログラムの実施経

験があること 

個々のプログラム運営のための財源の不

足 

 機会(O) 脅威(T) 

外的要因 プログラムの実施 財源の不足 

サハ共和国(ヤクーチヤ)における国家語

と公用語の習得度の向上 

国家語の習得度の低下、北方少数民族言語

の消滅の危機 

ヤクート語、北方少数民族言語によるマル

チメディア的な基盤の創設 

言語の記録・保存手段としてのマルチメデ

ィア的な基盤の不足 

インターネット上での北方少数民族言語

の低い認識度 

国家語の使用範囲の拡大 国家語と公用語の使用範囲の縮小 

出所：「2012 年から 2016 年のサハ共和国（ヤクーチヤ）における国家語と公用語の保存、研究と発

達」文書より筆者が作成50 

 

この分析によって明らかとなったのは、実際の国家語と公用語の研究と発達の度合いと、プログラ

ムが要求する度合いとの大きな隔たりである。仮にプログラムを効率よく運営出来たとしても、使用

する言語を選ぶのは話者とその周囲の環境に委ねられるものである。その観点から言えば財源の確保

を除く最優先の課題は、北方少数民族言語の機能と使用範囲の拡大であると言える。 

2010 年の段階でサハ共和国内の 97％の普通教育施設(障害児のための普通教育施設を除く)におい

て、ヤクート語の学習環境が整えられ、65.4％の児童がヤクート語を学習している。15 の学校ではエ

ヴェン語、15 の学校ではエヴェンキ語、３校でユカギール語、１校でチュクチ語の教育が行われてい

る。北方少数民族居住区域における普通教育施設の半分以上で少数民族言語教育の環境は整えられつ

つあり、一貫して増大の傾向にある。 

1993年度と 2009年度の学年を比較すると、ヤクート語を言語科目として学ぶ児童・学生の割合は、
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35.9％から 65.2％に、ヤクート語教育を行うことが出来る教育施設の割合も 69.9％から 96.5％に増

大した51。教育施設だけに限らず、プログラムの目的として、教育用資料の拡充、近代化も盛り込ま

れており、それを使用する学習者・教育者数を増大させることが到達指標となっている。 

プログラムは 2012 年～2014 年、2015 年～2016 年の二段階に分けて進められる予定である。現在

施行中の第一段階では、サハ共和国における国家語と公用語の状況を改善するための諸事業の組織、

国家語と公用語の機能を促進するためのシステムの形成を目標としており、サハ共和国の国家語と公

用語による電子媒体の辞書、便覧、会話集の作成が実施されている。また、第二段階の期間(2015-2016)

では、先述の辞書、会話集、文法書、便覧の内容確認と発行部数の決定、様々な種類の諸事業を継続

させ、発展させることなどが盛り込まれている。 

プログラムは以下の３つのサブプログラムから構成されており、その名称そのものがサブプログラ

ム内で解決されるべき課題を表している。 

1) サハ共和国(ヤクーチヤ)における国家語と公用語の役割の向上 

2) サハ共和国(ヤクーチヤ)における国家語と公用語の総合研究と機能のモニタリング 

3) サハ共和国(ヤクーチヤ)における国家語と公用語の発達のための近代技術の開発と導入 

サブプログラム実施のために、サハ共和国(ヤクーチヤ)専門教育人材育成省、サハ共和国(ヤクーチ

ヤ)文化精神発達省、サハ共和国(ヤクーチヤ)イノベーション政策・科学国家委員会、サハ共和国(ヤク

ーチヤ)出版放送局、サハ共和国(ヤクーチヤ)民族情勢局が参加している。プログラム責任主体である

サハ共和国(ヤクーチヤ)教育省は、プログラム実施の過程において、基本的な活動をコーディネート

し、予算の効果的な執行と予定されている諸事業の調整を行うものとされている。 

ここでサブプログラム毎の指標と現状、到達目標を確認しておきたい。 
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表５ サブプログラムとその指標、到達目標 

プログラム名称 指標名称 
単

位 

報告年度 到達目標 

2008 2009 2010 2011 基本案 進展案 

サブプログラム

No.1 「サハ共和国

(ヤクーチヤ)にお

ける国家語と公用

語の役割の向上」 

サハ共和国(ヤク

ーチヤ)人口のう

ち、ロシア語を習

得している人の

割合52 

％ 93 93 93 94 96 96 

サハ共和国(ヤク

ーチヤ)の人口の

うち、ヤクート語

を習得している

人の割合53 

％ 47,05 47,5 47,5 47,5 49,5 49,5 

サハ共和国の人

口のうち、公用語

を習得している

人の割合54 

％ 0,6 0,61 0,61 0,61 0,66 0,66 

サブプログラム

No.2 

「サハ共和国(ヤ

クーチヤ)におけ

る国家語と公用語

の総合研究と機能

のモニタリング」 

サハ共和国(ヤク

ーチヤ)における

国家語と公用語

の保存・研究・発

達に関する現状

の諸問題の解決

に向けた学術的

出版物の量的拡

大 

- 0* 0 0 0 4 倍 8 倍 

サブプログラム

No.3 

「サハ共和国(ヤ

クーチヤ)におけ

る国家語と公用語

の発達のための近

代技術の開発と導

入」 

サハ共和国(ヤク

ーチヤ)の国家語

と公用語の習得

において近代的

な教育技術を使

用する人口の割

合 

％ 0 0 0 0 43 44 

*データなし 

出所：「2012 年から 2016 年のサハ共和国（ヤクーチヤ）における国家語と公用語の保存、研究と発

達」文書より筆者が作成55 

 

ここでの基本案とは、最低限到達すべき目標であり、進展案を実施出来るかどうかは、プログラム

の進度と、確保できる財源量に依存する。基本案実現のために 5 年間で約 6500 万ルーブルがサハ共

和国国家予算から割かれることとなってはいたものの、進展案実現のために理想とする１億ルーブル

には程遠く、プログラム実施以前から財源不足という問題が浮上していた56。2013 年度のサハ共和国

における国家予算に関する報告書においても、当プログラムに関係する財源は、基本案実施のために

は十分に確保されてはいるが、進展案実施のためにはやや不足しているというデータが出ていた57。 

３つのサブプログラム「国家語と公用語の役割の向上」「国家語と公用語の総合研究と機能のモニ
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タリング」「国家語と公用語の発達のための近代技術の開発と導入」それぞれが明確な役割を持って

おり、「保存・研究・発達」の三方向から国家語・公用語使用の環境を整えるためのプログラムであ

ることが見て取れる。しかし、到達目標や言語法における規定からも分かるように、国家語と公用語

は決して同じレベルのものとして扱われておらず、国家語は研究と発達、公用語は保存と研究の方に

比重が置かれている。 

中でも多くの予算を割かれているのが、サブプログラム No.3「国家語と公用語の発達のための近代

技術の開発と導入」である。このサブプログラムの目的は、サハ共和国の国家語と公用語の教育にお

いて、近代的で効果的な技術を導入することにある。現在、諸言語の保存・研究・発達のために、話

し言葉・書き言葉両方を記録するために IT 機器の積極的な導入が検討されている。現段階で国際文

字コードの Unicode に登録されているサハ共和国の民族言語は、ロシア語を除けばヤクート語のみで

あり、さらに OS レベルで使用できる言語はロシア語しかない。諸民族語による統一されたキー配列

のキーボード、フォント、諸民族語教育のためのオンラインリソースなどの開発は危急の課題である

とし、サハ共和国教育省はマイクロソフト社や Linux 開発集団との相互協力を打診している。  

近年はヤクート語によるウェブサイトの数も増加してきたが、現実問題ヤクート語でさえも文字コ

ードがきちんと統一されておらず、しばしばインターネット上では、文字化けを避けるための対策と

して、ロシア語の文字コードを使用しながら、ヤクート語特有の文字のみをラテン文字や数字で代用

したテキストを目にする。散見されるパターンとして、有声軟口蓋摩擦音の ҕ, 円唇前舌半狭母音の ө

はそれぞれ数字の 5, 8 で、無声声門摩擦音 һ や円唇前舌狭母音 ү はそれぞれラテン文字の h, 大文字

の Y で代用される。しかし軟口蓋鼻音 ҥ だけは代用できる適切な文字がないため、キリル文字の н

のままで書かれることが多く、学習者の混乱を招きかねない。 

とあらば、国家的な事業としてサハ共和国における国家語ないし公用語の正書法の改訂を検討する

ことも、問題解決に向けた一つの手段であるのではなかろうか。山下は「サハの言語学者には、スタ

ーリン時代の 1938 年に制定された現在のアルファベットを改訂して、新たな正書法を確立したいと

考えている人が多い58」と述べており、さらに他の民族言語の正書法もソ連時代にヤクート語の文字

を基準に定められていることから(民族語ごとにいくつか固有の文字も定められているが)、統一した

規格の正書法に改訂することは十分に可能であると推測される。 

ハリソンは消滅の危機にある言語を救う道として以下の８つの戦略例を提示している59。 

①秘密を保持し、公開せず、制限を加える ②公開し、紹介し、自由に与える ③口承の伝統を守

り、話し言葉のみにする ④文字にして書き残す ⑤盛りたて、宣伝し、誇りを示す ⑥新語を補充

し、活気を与える ⑦新たなテクノロジーを採り入れる ⑧記録に残す 

サハ共和国の国家プログラムに当てはめることが出来るとすれば、⑤、⑦、⑧が妥当であろう。⑤

に関して言えば、「前向きな姿勢で取り組むことこそ、言語を生き延びさせる唯一、最大の力だ60」

と言われるように、少数民族言語を時代遅れですでに廃れ、退化したものだと考えるような環境は決
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して作ってはならない。かつて存在した「ソ連社会の中では伝統的なしきたりや行事が遅れた文化と

して否定される傾向61」が、どれだけ多くの民族の文化や伝統を失わせたか、サハ共和国の人々は身

に染みて理解していることだろう。 

サハ共和国の人々にとっての正月と言われる夏至祭の最後に、オフオハイと呼ばれる円舞が行われ

る。集まった人たちが手をつなぎ、音頭を取る歌い手が、即興で作った歌(基本的にヤクート語で歌わ

れることが多い)を、全員で合唱しながら踊り続けるというものであるが、ペレストロイカ政策が行わ

れるまで、オフオハイも公に踊ることは否定される風潮が強かった62。しかしそのオフオハイが 2011

年、2012 年と世界最大の人数で行われた円舞としてギネス記録を打ち立てている63。また 2005 年に

は、ヤクート族の英雄叙事詩「オロンホ」がユネスコの「人類の口承及び無形遺産に関する傑作の宣

言64」に登録されたことなどを踏まえると、少なくともヤクート語においては言語保存、機能の拡大

に向けて、着実な一歩を歩みだしていると言えよう。 

⑦新たなテクノロジーを採り入れるということに関しては、以前述べた通り、国家プログラム内で

もきちんとアプローチ方法が提示されているが、やはりソフトウェアやプログラムの開発に期待する

ことも必要でありながら、少数民族言語の方からも IT 機器に適合するように歩み寄ることが肝要で

あると提案したい。さらにもう１つ付け加えるとすれば、主に IT 機器を積極的に使用する世代、つ

まり若い世代への IT 機器を通したアプローチ手法の明文化を検討すべきである。そうすると⑧記録

に残すというプロセスも大いに簡略化がなされるのでないかと考える。 

 

4-4. 言語政策の実績、動向 

 

さて、サハ共和国内でプログラムが実施されはじめてから約２年になるが、実際にどのような事業

が行われているのだろうか。 

初年度である 2012 年において最初に行われた行事は「サハ共和国(ヤクーチヤ)母語と文字の日」で

ある。1996 年、サハ共和国初代大統領ニコラエフ(Михаил Ефимович Николаев)65の時代に、最初

のヤクート語の教科書の著者 С.А.ノヴゴロドフ(注 13 を参照)の誕生日である 2 月 13 日が「サハ共和

国(ヤクーチヤ)母語と文字の日」として定められた。2012 年はノヴゴロドフ生誕 120 周年ということ

もあり、盛大にイベントが催された66。サハ共和国国立オペラ・バレエ劇場では祝賀パーティ「母語：

多様性の中の結束」が行われ、ヤクート語をはじめ北方少数民族言語の発展に貢献した人が表彰を受

けた67。また、この日から約 10 日間を「サハ共和国(ヤクーチヤ)の母国語の 10 日間」とし、様々な

イベントが催されている。特に国家プログラムを反映した行事として注目されたのが、サハ共和国ロ

ーカルのテレビ局であるНВКがこの 10 日間、北方少数民族言語による 11 のラジオ番組、８のテレ

ビ番組を放送したことである。 

この年はサハ共和国内の多くの新聞や雑誌において、国家プログラムやそれに伴う諸事業について
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の記事が掲載された。マスメディアにおける国家語と公用語の機能のモニタリングも既に開始されて

おり、主にヤクート語の新聞である≪Саха сирэ (サハの地)≫と、≪Ил тумэн (国会)68≫の記事中の

ヤクート語における記述、文法の正確さやロシア語からの借用語などを分析し、文法ミスの類型化や

相互のテキストの比較を行うことにより、ヤクート語における文法の問題を明確にするという試みが

なされている。 

北東連邦大学(旧ヤクーツク国立大学)でもサハ共和国内の言語政策、諸言語の発達に関する論文が

多く執筆されたこともあり、プログラムに対して若い世代の関心も高いと推測される69。 

2013 年はサハ共和国における民族語に対して大きな変化の一年となった。上半期だけで北方少数民

族言語による 32 本もの論文が執筆され、母語学習者のための辞書が 7 冊、約 30 種類の補助的教科書

が出版された。また、サハ共和国(ヤクーチヤ)民族情勢局の主催で、エヴェン語、エヴェンキ語、ユ

カギール語の学習を希望する人のための休日学校も行われている。 

さらに、政府の指示でヤクート語の正書法や句読法の統一に向けた委員会が設立され、標準発音法

辞書に補足と改訂がなされる予定である。それを受けて 2013 年 2 月、「『サハ共和国(ヤクーチヤ)

の言語について』の改正」という首長命令の元、サハ共和国(ヤクーチヤ)民族情勢局を中心に、言語

法の改訂が検討され始めた。1992 年に制定されてから３度目の改訂になり、最後の改訂は 2002 年で

あったことから、実に 10 年以上改訂されていなかったことになる。12 月には北東連邦大学言語研究

所、教育機関の研究者や行政当局の代表者などが臨席した公開議論が行われ、最終改正草案が決定さ

れた70。以下は変更されうる条文の抜粋である。 

第１項 第４条に以下の条文を追加する。「サハ共和国(ヤクーチヤ)の国家語としての現代標準ヤク

ート語の正書法、句読法、文法用語は、サハ共和国(ヤクーチヤ)政府によって承認される」 

第１項 第 27 条に以下の条文を追加する。「母国語による初等義務教育、中等義務教育を受けた

生徒は、サハ共和国(ヤクーチヤ)の行政機関で所定の手続きを踏むことによって、卒業時に受験す

る国家試験における母国語と文学の科目において、母国語を選択する権利を有する」 

第１項 第 36 条を以下のように変更する。「サハ共和国(ヤクーチヤ)で製造された商品のラベル、

商標、説明書、レッテルは、ロシア語に加え、製造業者の裁量で、ヤクート語と(あるいは)現地の

公用語で記載される」 

第４条に対する追加は、先述の通りヤクート語の正書法や句読法を国家的支援の元に統一するとい

う目的を遂行するためのものであろう。「ヤクート語の正書法について審議する委員会が、サハ共和

国政府によって設立されていない71」ことはサハ共和国の言語学者によって指摘されていたが、この

条文の追加と委員会の設立は、ヤクート語の言語学的基盤を固めていく上で大きな一歩となりうる。 

第 27 条に加えられる「国家試験」が指しているのは明らかに統一国家試験(ЕГЭ72)のことであり、

既に 2012 年の段階で実験的に取り入れられ、92 人の卒業予定者がヤクート語、ヤクート語文学の科

目を選択し受験した73。ただしまだ実験的な段階であり、ロシア語の受験は必須であるが、これから
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段階的にヤクート語を必須受験科目にシフトさせていくものと推測される。 

また、第 36 条における変更箇所とは、「ヤクート語と(あるいは)現地の公用語で」の部分である。

改定前は「ヤクート語とロシア語で、必要に応じて現地の公用語で」という文面であった。「必要に

応じて」とは名ばかりで、公用語はおろか、ヤクート語で記載されたラベルすら目にする機会はほと

んどなかったが、商品の製造現場などで遵守されれば、国家語と公用語の機能の拡大に寄与するもの

となると思われる。これらの条文追加や変更から見えて来ることは、今回の法改正は明らかに国家プ

ログラム、中でも最重要の課題である、国家語と公用語の機能の拡大を意識したものである、という

ことである。無論ソ連時代におけるロシア語の押し付けにより、言語機能の縮小と消滅の危機という

事態を目の当たりにしていた分、言語法改正やプログラムの実施にはかなり慎重にならざるを得ない

というのが、新生ロシアにおける言語政策に対する通説である。SWOT 分析でも挙げられていたよう

に、言語機能の拡大と縮小は対の存在であり、それが外的要因という判断、つまりプログラムで統制

できない範囲という判断は概ね正しい。いずれにしてもこのプログラムを通して、サハ共和国内の言

語状況がいかに変化していくかを注視していきたい。 

 

終章 

 

以上、サハ共和国をケーススタディとし、社会言語学的な観点からソ連崩壊後の新生ロシアにおけ

るロシア語と民族語をめぐる諸問題の解決へのアプローチを考察してみた。現実問題、サハ共和国の

民族言語の社会言語学的研究はあまりなされておらず、政策も言語保存を優先させたものが多いが、

政策を通して分析することで、実際の言語状況、言語を取り巻く環境を確認することが出来た。それ

を踏まえた上で、以下に筆者が提案出来うる、民族語をめぐる問題解決へのアプローチを挙げたい。 

第一に、少数民族言語の言語地位と定義、使用範囲を明確にすることである。サハ共和国の事例か

らも明らかになったように、公用語という言語地位を付与しても、言語の機能の及ぶ範囲を明文化せ

ずにいると、言語選択は話者の自主性のみに委ねられ、少数民族語話者はより使用範囲の広い言語を

選択することとなる。しかし、サハ共和国において少数民族言語話者の居住区域は局所的である場合

が多く、限定的に少数民族言語が高い機能を持てる環境の創設はそう難しくないと思われる。 

第二に、少数民族言語における共通の正書法を制定することを挙げたい。少数民族語ごとに特殊な

文字を持っているという現状では、応急処置的に IT 機器に適合しない文字を、既存のものを用いて

適合させることで、迅速に機能の拡大を図ることも可能であり、何より言語保存の主体となりうる若

い話者と、少数民族言語の距離をより近づけることが出来るだろう。無論最終目標としてはⅣ.4-3 で

述べたように、少数民族言語ごとに固有の文字、表記を unicode に登録し、IT 機器の方に適合させて

いくことが望ましい。 

残った疑問の一つに、ヤクート語や北方少数民族言語を何語で教えるのか、何語による説明が記載
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された教科書や便覧を出版するのかについてもプログラム内には明記されていなかったという点があ

る。教科書製作や研究の利便性から考えて、往々にしてロシア語であろうということが推測されるが、

ウクライナ語話者がロシア語をほとんど理解できるように、語族や語派が近い言語を通して学習する

方が効率的なケースが多い。この場合インド・ヨーロッパ語族に属するロシア語より、同じ膠着語で

あり母音調和を持つヤクート語の方が他の少数民族言語学習への利便性は高い。無論少数民族言語そ

のものを使って学習が出来れば一番効率的ではあるが、不足する語彙をロシア語からではなく、近似

の言語の単語から借用することで学習者の負担も軽減することが考えられる。カンガスの定義によれ

ば、「第一言語に加えて新たな言語を学ぶ足し算的な言語学習74」こそが、言語多様性を持続させる

ために必要であるとされており、その意味では学習者の負担の軽減は必須の課題である。 

しかし今後の課題としては、ロシア語と民族語の実生活における運用レベルを確認することが挙げ

られる。今回取り上げたプログラムにおいてもその点が明記されておらず、プログラムが要求する言

語運用レベルによっては、プログラムを少数民族言語ごとに細分化させる必要があるのではなかろう

か、と考える。 

また、サハ共和国と同様の民族語の問題は、ロシア連邦内の他の連邦構成主体でも発生していると

考えられ、本論での考察が他の事例においても応用できるかどうかという点も、今後検討、確認して

いきたい。 
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